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　尾張中央ロータリークラブ、北名
古屋市と共にシンポジウムを主催し
ました。
　第１部はNHK『まるっと！』多文化

共生レポーターの
ヴィトル氏と『フィリピ
ンパブ嬢の社会学』
等の著者であり、フィ
リピン人の妻を持つ
中島弘像氏が自分に

とっての共生を話しました。
　第２部は、２人に加えて今村康宏
尾張中央ロータリークラブ会長と太
田考則北名古屋市長の４人でのトー
クセッションを行いました。
　第１部では、最初にヴィトル氏が自

身の出生からこれまでの半生をダ
ジャレを交えながら話しました。
　共生していくためには、①相手
のことを知ることが大切②共通
点を探しましょう③はじめの一歩
を踏み出して！そうしたら一歩目
二歩目、三歩（散歩）がしやすくな

りますね、と来場
者に話しかけました。
　続いては中島弘象
氏は、フィリピン人の
妻を持つ３６歳 。
『フィリピンパブ嬢の
社会学』を執筆しま

したが、内容はほぼ自分と妻のことが
書かれているそうです。

「外国人を受け入れる、支援するだけ
でなく、共に生きていく、助け合い学
び合っていきましょう。変化の多い時
代を生き抜くヒントを持っているは
ずです」と話しました。
　第２部のセッションでは、太田市

長が「ハ
ートフェ
スなどの
夏祭りだ
と、言葉
が通じな

くても皆で楽しむことができます」と
話し、医師でもある今村会長は「私の
病院にも外国人の技能実習生がい
ます。母国では看護師だった人が、日
本では看護助手として仕事をしてい
ます。緊急事態での対応や専門用語
が非常に難しいと言っています」と話
しました。

コース 開講日

韓国語（初級）

韓国語（中級）

中国語

英会話講座（初級）

英会話講座（中級）

毎月第2・4月曜日

毎月第2・4木曜日

毎月第2・4火曜日

毎月第2・4金曜日

毎月第2・4水曜日

受講料 一般／年18,000円　会員／年15,000円（年会費2,000円）

市内在住・在勤の方、または会員の方

受講料を添えて協会事務局へ申し込みください。なお
開講日等詳細はファクトブック（HP）、事務局でご確認
ください。また、お申込みが15名以下の場合は開講を見
合わせることもありますのであらかじめご了承ください。

申込み

対　象

健康ドーム1階研修室
各コース30名（先着順）

場　所

定　員

午後６時45分～８時45分
英会話講座（初級）のみ、午前９時45分～11時45分

時　間

外国語講座
令和8年5月～令和9年1月までの全18回

開講します

多文化共生
シンポジウム

0568-48-0261

※詳しくは日程表をご確認ください



各種　　　　　　　　　　　 等は下記までお願いします申し込み お問い合わせ

北名古屋市国際交流協会 TEL０５６８（48）0261　　
〒481- 8531 北名古屋市西之保清水田15番地 北名古屋市役所西庁舎4階

Ｅメール info@kitanagoya-kiia.jp
ファクトブック https://www.kitanagoya-factbook.jp
フェイスブック https://www.facebook.com/kitanagoyakiiaFAX０５６８（２５）１８００

日本語学習支援ボランティア

北名古屋市コミュニティセンター

毎週金曜日 午後７時15分～8時45分

市内各小中学校

毎週1回

外国籍市民やその子女の基礎的な日本語の学習支援を行っています。
日本語で学習支援していただきます。初めての方、大歓迎です。

を始めま
せんか

場 所
日 時

地域で暮らす外国籍市民の皆さんの文化・習慣・
言語などの違いから抱えている問題を、ともに考え、
問題解決につなぐため、外国人生活相談サービスを
行っています。〈予約制〉

外国人生活情報サービスをご活用ください

場 所
日 時

日 時 月～金曜日 午前9時30分～午後4時30分 北名古屋市国際交流協会事務局場 所

ちい き 　 く　 　 　 が いこくせ きしみ ん 　 　 　 み な 　 　 　 　 ぶ ん か しゅうか ん

げんご 　 　 　 　 　 ちが　　　　　 かか　　　　　　　　 もんだい　　　　　　　　　 かんが　　　　

もんだいかいけつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が いこくじんせ い か つ そうだ ん 社会人向け 小中学校児童・生徒向け

がいこくじんせいかつじょうほう
かつよう

おこな　　　　　　　　　　　 　　　　　 よやくせい

文部科学省
令和7年度 地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業を活用しています。
（愛知県 令和7年度 地域日本語教育推進補助金）　

　

私
が
こ
の
北
名
古
屋
国
際
交

流
協
会
で
外
国
人
と
交
流
を

も
っ
た
の
は
、も
う
１
５
年
ほ
ど
に

な
り
ま
す
。サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代

は
、仕
事
に
追
わ
れ
て
外
国
人
と

の
交
流
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

そ
し
て
、会
社
早
期
退
職
に
な

り
、青
年
時
代
の
海
外
と
の
交

流
、外
国
人
の
文
化
や
伝
統
に
興

味
が
あ
っ
た
の
が
、今
ま
と
ま
っ
た

時
間
が
で
き
た
の
で
や
っ
て
み
よ

う
と
思
い
ま
し
た
。

　

初
め
の
ス
タ
ー
ト
時
は
、学
生

は
中
国
の
人
で
し
た
。年
が
経
つ

な
か
ベ
ト
ナ
ム
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、ミ
ャ
ン
マ
ー
と
学
生

様
々
で
す

日
本
語
を
教
え
て
い

く
中
で
私
の
日
本
語
の
教
え
方

は
こ
れ
で
い
い
の
か
疑
問
を
持
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
で
日

本
語
教
師
養
成
講
座
の
学
校
に

通
い
９
年
前
に
卒
業
し
ま
し
た
。卒
業
し
て
そ

の
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
す
た
め
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
に

一
年
間
日
本
語
教
師
と
し
て
体
験
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
８
年
ほ
ど
経
ち
ま
し

た
が
、い
ろ
い
ろ
な
国
と
の
交
流
は
増
々
お
も
し

ろ
く
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
に
滞
在
の
外
国
人
、現
在
日
本
の
会
社

勤
務
の
外
国
人
、日
本
で
働
き
た
い
学
生
、日

本
の
文
化
を
知
り
た
い
、日
本
人
の
友
人
を
作

り
た
い
外
国
人
等
々
様
々
で
す
。

　

今
私
は
、こ
の
国
際
交
流
協
会
の
他
に
、台

私たちの
国際交流

湾
の
人
か
ら
中
国
語
を
教
わ
っ
た
り
、ネ
パ
ー

ル
の
学
生
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
日
本
語
教
え

た
り
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
特
に
思
う
こ
と
は
、日
本
国
内
の
ど

の
産
業
も
人
手
不
足
と
な
げ
い
て
い
ま
す
が
、

東
南
ア
ジ
ア
の
学
生
は
日
本
で
働
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、そ
の
為
の
フ
ォ
ロ
ー
が
で
き

て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
に
来
る
た
め
に

日
本
語
学
校
に
通
い
、来
日
の
為
の
旅
費
、家

賃
、日
本
に
来
て
か
ら
の
日
本
語
学
習
費
、転

職
の
問
題
等
上
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
と
思
い

ま
す
が
、こ
こ
で
教
え
て
い
て
身
近
な
問
題
に

感
じ
ま
す
。

　
こ
こ
国
際
交
流
協
会
で
気
が
付
い
た
こ
と

は
、日
本
企
業
に
３
年
間
働
き
な
が
ら
日
本

語
を
使
う
機
会
が
少
な
い
か
ら
な
か
な
か
話

せ
な
い
。こ
こ
で
勉
強
し
て
も
っ
と
上
手
に

な
っ
て
他
の
会
社
で
働
き
た
い（
実
際
に
そ
の

学
生
は
、転
職
し
ま
し
た
）
。

　

ま
た
、主
人
、息
子
は
日
本
の
会
社
で
働
い

て
い
る
が
、日
本
に
住
ん
で
数
年
経
つ
が
、日

本
語
話
せ
な
い
、読
め
な
い
人
、こ
れ
ら
の
人

達
が
居
る
の
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　

も
っ
と
国
が
日
本
語
教
育
に（
家
族
を
含

め
）援
助
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
も
思
っ
た
り

し
ま
す
。私
の
で
き
る
こ
と
は
、微
々
た
る
こ

と
で
す
が
、ま
ず
自
分
に
か
か
わ
る
外
国
人
に

日
本
語
、日
本
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日本語ボランティア

上口 博幸さん

私にとっての多文化共生

自
分
か
ら
行
動
を
起
こ
す
ち
か
ら
を

　
　
　
〜
き
っ
ず
タ
ウ
ン
北
な
ご
や
に
出
店
〜

　

北
名
古
屋
市
健
康
ド
ー
ム
で
１

月
２5
日
に
開
催
さ
れ
た『
き
っ
ず

タ
ウ
ン
北
な
ご
や
』に
出
店
し
ま

し
た
。

　
当
日
は
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が

参
加
し
、さ
ま
ざ
ま
な
お
仕
事
体

験
や
学
び
を
通
し
て
、楽
し
そ
う

な
笑
顔
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
広
が

り
ま
し
た
。

国
際
交
流
協
会
で
は
、J
I
C
A

な
ご
や
地
球
ひ
ろ
ば（
J
I
C
A

中
部
）の
職
員
と
遊
び
の
ブ
ー
ス
を

出
店
し『
S
D
G
ｓ
す
ご
ろ
く
』で

遊
び
な
が
ら
２
０
３
０
年
ま
で
に

達
成
さ
せ
た
い『
１７
の
目
標
』を
学

び
ま
し
た
。ま
た
、北
名
古
屋
市
在

住
の
外
国
人
の
出
身
国
の
あ
い
さ

つ
を
学
ん
だ
り
も
し
ま
し
た
。

　

未
来
あ
る
子
ど
も
達
の
た
め

に
、ま
た
そ
の
次
の
世
代
に
も
繋

が
る
よ
う
、子
ど
も
達
が
持
続
可

能
な
社
会
の
構
築
に
必
要
な
考
え

方
を
学
び
、地
球
規
模
の
課
題
を

自
分
の
こ
と
と
し
て
捉
え
、そ
の

解
決
に
向

け
て
『
自

分
か
ら
行

動
を
起
こ

す
ち
か
ら
』

を
身
に
つ

け
る
こ
と

が
で
き
た

ら
い
い
で

す
ね
！
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　北名古屋市健康ドームアリーナで令和７年12月
14日に昨年に続き、『ウォーキングフットボールを楽しも
う！』を開催しました。
　ウォーキングフットボールでは、走ってはだめ！２０１１
年に始まった歴史の浅いスポーツで、『走る』を『歩く』

に替えたこと
で、初めての人
でも参加でき、
年齢や性別、国
籍、障がいの有

無といった違いを超えて、誰もが楽しめるスポーツとし
て注目されています。
　赤ちゃんを抱っこしながら試合に参加されたお父さ
ん、抱っこを交代して参加したお母さん。赤ちゃんは胸
の中で すやすや夢の中。
　運動不足も解消でき、家族全員で参加できて、とても
楽しかったとのことでした。

ウォーキングフットボールウォーキングフットボール
走らず！触らず！楽しく！走らず！触らず！楽しく！多文化共生推進プログラム
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